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令和６年３月２１日発行

令和５年度第４回再犯防止・更生支援セミナー

更生
刻々

講 演 要 旨

２月２８日（水）、オンライン方式にて、「当事者から支援者へ」をテーマに、「令和５年度第４回再
犯防止・更生支援セミナー」を開催しました。講師には、一般社団法人「生き直し」自立準備ホーム「竹
信の家」ホーム長である竹田淳子さんをお迎えし、「絶望から希望へ」と題して御講演いただきました。
少女時代の壮絶な虐待を経て、薬物使用等により受刑を経験された後、社会復帰を果たされ、現在は支

援者として女性を支える活動をされている竹田講師に、自らの経験を基に社会復帰への困難を抱える女性
に寄り添い、支援する現在を語っていただきました。

東京矯正管区磯貝第一部次長挨拶

法務省では、再犯防止に取り組んでいるとこ
ろ、令和３年出所者の２年以内再入率は実に１
４．１％にまで低下したのは、犯罪をした人達
の立ち直りに御理解いただき、関心をもって下
さっている方々のお力添えによるものと感謝し
ております。
本日のテーマは「当事者から支援者へ」とし

て、刑務所受刑を経験された女性からお話を聴
く機会といたしました。自立準備ホーム「竹信
の家」ホーム長の竹田淳子様に御講演を賜り、
竹田様のこれまでの困難に満ちた人生と女性支
援の実践活動を通じて、女性の抱える困難と我
々にできる支援はどのようなものがあるかを皆
さまと一緒に考えてまいりたいと思います。
本セミナーが各地方自治公共団体での再犯防

止施策の充実に資するとともに罪を犯した人の
立ち直りに向け支援の輪が広がる契機となれば
幸いです。

絶望から希望へ

借金から逃れるため失踪した母に
捨てられたショックからか、人との
関わりを避ける暴力的な子どもでし
た。仲間と一緒にいるためにシン
ナーを吸っているうちに吸うのが当
たり前になりました。私にとってシ
ンナーは苦しみ、嫌なことを忘れら
れる「良い物」になっていました。
そして、ヤクザの娘だった私は、

覚醒剤が手を伸ばせばすぐそこに
あって、容易く入手することができ
ましたし、覚醒剤を常用している人
が周りにいる環境でした。

子宮がんを患った私ですが、がん
の再発が見つかりました。「お母さ
ん、もう長くないかもしれない」と
息子に言うと、「お母さん、長生き
してね」と言われました。
私はずっと生きてちゃいけないん

だと思っていましたが、息子のたっ
た一言で救われました。

～当事者から支援者へ～

自己肯定感は低かったので
すが、私のことを認めてくれ
る人がたくさんできて、その
人たちに応えたいという思い
から「竹信の家」のホーム長
やハピママメーカープロジェ
クトの理事に取り組んでいま
す。
私の強みは、「私の気持ち

なんて分かんないでしょ」と
言われても、「分かるよ、同
じ経験をしてきてるから」と
言えること。経験してきたこ
とだからこそサポートできる
ということに気付けました。
今、刑務所に行って受刑者

に面接指導することがありま
すが、面接の最後に「私も同
じ立場だったんだよ。」と話
しています。「次刑務所に入
るときはあなたもこっち（支
援者）側でね」って。

出所後、「過去を見ないで、未来
を生きていきなさい」とある人から
言われ、私はこれからどうなりたい
のだろうと考えた末、私みたいに苦
しむ人が一人でも減ればいいなと思
いました。お芝居や雑誌で立ち直り
の当事者として紹介されると、ファ
ンレターやメールを頂くようになり、

出所後、お金はあっても部屋が借
りられなかったり、スーパーのバイ
トも受刑歴が原因でクビになったり、
就労支援詐欺に遭ったりと、いろん
なことがありました。私は真面目に
生きなきゃと思っていたのに働かせ
てもらえませんでした。社会は私を
認めてくれないんだ、また刑務所に
入れたいのかと打ちひしがれました。

自分の経験を語ることで誰か
の勇気になるということを確
信しました。●絶望のこども時代

●社会復帰の壁

●息子の言葉が転機に

●私の経験が誰かの役に立つ？！

●支えてくれる人のために



参 加 者 の 声

女性受刑者の特性と処遇について

自立準備ホームとは？

▼受刑者のリアルを知れたことで、抱えている思
いを改めて学べました▼もっと気持ちの葛藤やこ
のような支援があったら良かったという具体的な
ことを聞きたかった▼実体験は説得力があります
▼犯罪被害者支援に関わっていますが、犯罪が起
きてしまう背景について知りたいです▼再犯防止
は、住みやすい環境を作るために、万人の課題だ
と思いますが、なかなか身近な課題とはなりにく
く、学ぶ機会、知る機会も多くないので、貴重な
セミナーだと思います▼講演者の方が情熱を持っ
て支援活動に取り組まれていることを感じました

「これをするといい、あれをするといい」とい
う助言が遠く感じます。例えるなら、今目の前で
ひらがなしか書けない人に、漢字を書かせるよう
な感じです。「できて当たり前」の基準を対象者
ごとに変えなくてはならない大変さはあると思い
ますが、自分基準にしてしまうと、当事者からす
るとしんどいこともあります。難しい言葉を使わ
ず、同じ目線よりも更に下からの目線が必要で
す。また、当事者ではない人がいわゆる「スラン
グ」（シャブ中など）を使う人は私は信用しませ
ん。この言葉は、保護に携わる人が使って良い言
葉ではないと思います。

自由な出勤、退勤時間であればといいと思います。
刑務所内で職業訓練を受けられるのは優秀な人です。
色々なことをしたり、探したりできる時間を十分に
提供してほしいと思います。作業所も低賃金という
ことで、生活できるようなサポートがあってもいい
のではないでしょうか。また、福祉のお世話になっ
た経験がない人は、役所への敷居が高く自分の状況
が分かっていない人が多い印象です。そのような人
に対し「あなたを守る第一歩です。私が盾になりま
す。」くらいの気持ちで対応してほしいです。

令和５年度第４回再犯防止・更生支援セミナー特集

質

竹田さんと、聴講
者が見える写真

女子刑務所は男子刑務所と比較して施設数が少
なく、収容率が高い傾向があります。また、女性
受刑者を罪名別に見ると、覚醒剤事犯者と窃盗事
犯者の割合が高くなっています。そうした現状に
加え、女性は、年齢により健康状態が変化するた
め、生涯にわたる健康、性差医療の視点からの処
遇の必要性があることから、地域の医療・福祉等
の専門家と連携する女子施設地域連携事業を推進
し、女性刑事施設が所在する地域の医療、福祉、
介護等の専門職種とネットワークを作り、専門職
種の助言・指導を得て、女性受刑者特有の問題に
着目した処遇の充実化を図っています。
また、薬物犯罪の女性受刑者に対する処遇の取
組として、札幌刑務支所に設置された「女性依存
症回復支援センター」において、グループワーク
等の集団処遇を実施しています。

行き場のない刑務所出所者等の社会における受け
皿として国の委託を受けて宿泊場所の供与、食事の
給与、生活指導等の保護を行う民間施設として元々
更生保護施設がありますが、自立準備ホームは、さ
らに受入れを多様化するために設けられ、更生保護
施設並みの基準を設けず多様な事業者が参加できる
ようにしており、保護観察所に登録希望書を提出す
ることで受託事業を実施できます。全国で５０６施
設（令和５年４月１日現在）あります。いずれも再
犯防止のためには必要な施設です。

Q 保護観察について Q 出所者等の就労・福祉について

セミナー終了後、参加者
からたくさんの質問が寄せ
られました。竹田講師から
は率直な回答と意見を聞く
ことができ、大変貴重な機
会となりました。

疑

応 答

竹田さんも施設長を務める


